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JICA  ルサカ郡総合病院運営管理能力強化プロジェクト

CASSIOPEIA−UHC達成に向けて、対象の5つの病院における、５つ星に輝く質の高い医療ケアサービスを目指して
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JICA知識共創プログラムの参加者たちが、国立国際医療研究センターで初日の説明会に参加
したときの集合写真。

病院に変化を
促す国別研修

課題別研修：医療
機器管理とメンテ

ナンス 

ルサカ州にて四半
期看護部長会議が

開催
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病院に変化を促す国別研修

 国際協力機構（JICA）から委託
を受け、日本の国立国際保健医療セン
ター（NCGM）は、6月に国別研修を開
催しました。この研修に、ルサカ州保健
局（LPHO）、ルサカ郡保健局（LDHO）
、プロジェクトの対象である5つの一次
レベル病院（FLHs）（チャワマ、チレンジ
ェ、チパタ、カニャマ、マテロ）から14名
の職員（薬剤師と計画担当）が参加し
ました。 
	
	 ルサカ州保健局（LPHO）から
は、アブラハム・ムケセラ氏（薬剤師
主任）を筆頭に、マージョリー・カバ
ンダ・ナンカンバ氏（計画担当主任）、
ルサカ郡保健局（LDHO）からは、リン
ダ・ニョンド氏（薬剤師）とムソンダ・
マクンバ・マリ氏（計画担当主任）が
参加しました。対象病院は、チャワマ
病院からビンセント・サクヤ氏（薬剤
部長）とキャサリン・シコポ・サマスモ
氏（計画担当者）、チレンジェ病院から
シピウェ・マコワネ氏（薬剤部長）とア

グネス・チャンダ氏（計画担当者）、チ
パタ病院からハチゾー・マラ・ンコマ
氏（薬剤部長）とカネクワ・ニレンダ（
計画担当者）、カニャマ病院から、ユ
ニス・ナンベイェ氏（薬剤部長）とエメ
ルダ・ムウェンダポレ（計画担当者）、
マテロ病院はグッドネス・ングルベ氏
（薬剤部長）とティシエンジ・タマニ・
テンボ（計画担当者）が参加しました。

	 知識共創プログラム（KCCP）
として実施されるJICAの国別研修
は、JICAが支援国のカウンターパー
トを日本に招いて行う人材育成の
ための技術協力です。KCCPには、
国別研修と課題別研修があり、カシ
オペア・プロジェクトではいずれの
機会も有効活用しています。参加者
は、日本で検討した目標案や活動
案が、ザンビアの環境で実現できる
ことを期待して選出されています。

Gladys Kaoma taking a patient into a 
clinicians office for screening

KCCPの参加者たちは東京の菊名記念病院を訪れ、薬局、病棟、感染予防管理（IPC）に重点を
置いて施設を見学しました。
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薬剤師
 
 薬剤師7名は、研
修中にザンビアでの薬
剤業務の課題を挙げ、
対策を話し合いました。
帰国して3か月以内に
取り組む対策案には、
入院病棟の近くにサテ
ライト薬局を設置する
こと、医療ミスのリスク
の高い薬を色分けする
こと、そして薬剤部のバ
ランスト・スコアカード
（BSC）を充実させるこ
とが含まれていました。

アブラハム・ムケセラ氏	 -	 ルサカ州
保健事務所の主任薬剤師。

	
	
	 これらの対策によ
って、患者さんの待ち
時間が短くなり、受診環
境がよくなるという期
待が込められています。

	
リンダ・ニョンド氏	 -	 ルサカ郡保健
事務所の薬剤師とその同僚。

	
	 ルサカ郡保健局
（LDHO）のニョンド氏
は、「日本では、薬剤師
は正しい処方箋が患者
さんに渡っているかを
何度も確認するので、薬
剤師が薬の渡し間違い
をすることはほとんどな
い」と強調しました。薬
剤師が患者さんに薬を
渡すまでには、薬剤師
が受け取った処方箋を
確認し、コンピューター
が自動で確認する、そし
て、別の薬剤師が包装さ
れた薬が正しいかを確
認する、の少なくとも3
つの段階を経ています。
	

	
ヴィンセント・サクヤ氏とスタンリ
ー・アジュサ氏	 -	 チャワマ一次レベ
ル病院の薬剤師。

 

	
	 チャワマ病院の
薬剤師であるサクヤ氏
は、「日本の薬剤師は、
投薬後の患者さんの反
応をみて、次にどのよう
な介入が必要かを判断
できる」と言います。こ
れらの情報は、すべて
オンラインで入手でき
るようになっています。
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計画担当
	
	 ル サ カ 州 保 健 局
（LPHO）の計画担当主任
であるナンカンバ氏に率い
られた計画担当たちも、研
修でアクションプランを作
成しました。最も優先順位
が高い目標は、ザンビアの
国民健康保険であるニーマ
（NHIMA）への登録を啓発
することでした。彼女は、「
日本では皆、健康保険に加
入しているので、医療を提
供する資金が確保されてお
り、誰もが質の高い医療を
受けられる」と述べました。
2番目に優先順位が高かっ
たのは、年間予算計画を
見直して、計画した活動が
確実に実施されることでし
た。また、州保健局（LPHO）
にバランスト・スコアカード
（BSC）を導入し、政府の戦
略計画や政策と連動させる

計画もあります。日本で学
んだことのうち、ザンビアの
人々の仕事に是非取り入れ
たい考え方を尋ねたところ、
「自利利他（じりりた）」の精
神を強調しました。研修生
は、この精神が実践されて
いるのを、日本の行く先々
で目にしたとのことでした。

	 カニャマ病院の計画
担当者であるムウェンダポ
レ氏も、日本の人々が決め
られた仕組みと手順を遵
守していることを賞賛しま
した。彼女は、「日本には、
個人の生活から職場環境
まで、ルールに従う文化
がある」と指摘しました。
また、「日本の感染予防管理
の実践は、公共スペースで
も病院内でも、ルールが守
られている」とも指摘しまし
た。このことは、日本には、
決められたシステムに従う

文化があったからこそ可能
になったのだと彼女は考え
ています。ムウェンダポレ氏
は、自身の所属する施設で、
部門別バランスト・スコアカ
ードが遵守されるようにし
たいと考えています。また、
彼女は、自身の施設で開催
される会議の強化計画も
立てています。強化計画に
は、一貫性のある適切な会
議の開催、議論されたこと
を与えられた期限を守りな
がら、実際にフォローアップ
することも含まれています。

	 研修参加者一同は、
仕事だけでなく、個人の
生活にも当てはまる様々
な実践の方法を示してく
れた国別研修と、それを
開催してくれたJICAとカシ
オペア・プロジェクトに感
謝の言葉を述べました。
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エメルダ・ムウェンダポール氏	-	カニャマ一次レ
ベル病院の計画担当。

ルサカ州保健局の計画担当主任マージョリー・ナ
ンカンバ氏と計画担当のニャウバ・カボレ・ロン
ベ氏。

  Japan International Cooperation Agency
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 JICAは、6月4日から
7月26日までの1か月間、
医療機器とメンテナンス
に関する課題別研修を
日本で開催しました。ル
サカ郡保健局（LDHO）
の医 療 機 器コーディネ
ーターであるオベッド・
シムシコ氏は、日本でこ
の研修を受講しました。

 研修の目的は、十
分な訓練を受けた技術
者が医療現場に不足し
ている現状の解消でし
た。研修の目標は、医療
機器を適切にメンテナ
ンスするための基本的
な知識と技術を学び、
対象国の医療の質を高
めることでした。この研
修でシムシコ氏が特に
印象に残ったのは、「日

本の臨床工学技士は医
師とチームを組んで仕
事をすること」でした。
外科手術は、臨床工学
技士が手術室に必要と
される機器を常に使え
るようにしていなけれ
ば行えません。また、日
本の臨床工学技士は、「
修理の仕事が少なく、
機器が使えるように維
持することに重点を置
いていたこと」も印象
的だったと述べました。

	 彼は自身の行動
計画の中で、「標準機器
受入書」の使用を提案
しています。この様式は
2012年に発行された「
医療機器管理ガイドラ
イン」で作成され、記録
の対象には、寄付され

た機器に加えて、新たに
入手した機器も想定し
ていました。彼はまた、
医療機器の標準操作手
順書の作成も念頭にお
いています。これは、ユ
ーザーに対して、機器を
どのように管理すべき
かを示す簡単な手引き
です。シムシコ氏は、日
本で5S（整理、整頓、清
掃、清潔、しつけ）と時
間管理がどのように実
践されているかを説明
してくれました。彼は、
それをザンビアでも再
現したいと語りました。

課題別研修：医療機器管理とメンテナンス

CONT’D
On 16th to 17th 
and the 24th to 

the 25th of April, 
Chilenje FLH fol-
lowed suit with an 

in-house centered 
training. Led by Dr. 
Richard Mwila, the 
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オベド・シムシコ氏（ルサカ郡保健局）が、メッ
ドサン・トレーニングセンターで手術台を組み
立てる様子。

シムシコ氏が郡山市長を訪問した際に自己
紹介する様子。
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ルサカ州にて四半期看護部長会議が開催
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イヌドゥ・ムバングウェタ氏（ルサカ州保健
局）が品質改善ワークショップで発表してい
る様子。

ルサカ州保険局長チョンガ氏と村井チーフアド
バイザー。

  Japan International Cooperation Agency

	 7月11日、ルサカ州
全 域の病 院 から1 9 名の
看護部長が、ルサカ州保
健局（LPHO）に対面やオ
ンラインで集まりました。

	 この会議では、ルサ
カ州保健局による四半期
評価の結果を踏まえて、
現状の改善方法を議論
し、アクションポイントに
合意しました。また、州内
の病院からグッドプラクテ
ィスが共有され、本プロジ
ェクトの対象病院である
チパタ病院は「看護部の
リーダーシップスキルの
向上」、チレンジェ病院は
「感染予防管理」、大学教
育病院（UTH）は、「医療機
器管理の実践」を共有し
ました。この会議は、プロ
ジェクトが支援する病院

の事例が州全域に共有さ
れる機会でもありました。

	 参 加した 各 施 設
の看護部長は、四半期
をかけて、今回合意し
たアクションポイントに
取り組みます。また、大
学教育病院（UTH）やル
サカ州内の病院で実践
を学ぶ交換プログラム
も計画されています。

	 冒頭の挨拶で、シム
ルヤマナ・チョオンガ州
保健局長（PHD）は、州保
健局のチームによるイニ
シアチブとJICAカシオペ
ア・プロジェクトによる継
続的な支援を称賛しまし
た。議論の中で、チョオン
ガ局長は、病院が、産婦人
科医を採用するためのロ

ビー活動を行うことを促
しました。また、「政府が
どんなに多くの人材を採
用しても、人材を適切に
管理しなければ、採用は
無駄になる。患者のケア
を向上させるためにも、
上司は部下の能力を最
大限に引き出し、上手に
管理することが重要であ
る」と強調しました。さら
に、チョオンガ局長は、「
患者のケアに機器の調達
について、看護部長はも
っと発言すべき」と述べま
した。看護部長らは、必要
な資源を確保できるよう、
あらゆる活動の計画を真
剣に行い、計画会議で主
張すべきと促しました。
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ルサカ郡保健局のオベド・シムシコ氏が、メンテナン
スワークショップで安全分析装置を組み立てる様子。

ルサカ州保健局で行われた四半期ごとの看護部門会
議で、参加者が質問する様子。

ルサカ郡保健局のオベド・シムシコ氏が、眼科機器のレ
ンズを整備する様子。
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研修参加者と日本人専門家の海岸の集合写真。

看護部門の四半期会議の集合写真。

研修の参加者たちが、日本での2週間の研修に出発す
る前の集合写真。

日本研修中の参加者たちの様子。


